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２３

平成27年度決算を審議 ９月定例会

　　　　 会計別　　　　　　　　　  歳入　　　　　      歳出　　　　　     差引　　    反対者
○一般会計 105億1,008万8千円
○国民健康保険事業

◎土地取得
○介護保険管理
◎コミュニティ・プラント事業
◎公共下水道事業
○後期高齢者医療保険事業

100億7，672万4千円 4億3,336万4千円
46億1,410万7千円 41億6,058万4千円 4億5,352万3千円

1億8,929万8千円 1億8,929万8千円 0円
22億1,687万2千円 21億2,093万5千円 9,596万7千円

985万5千円 909万5千円 76万円
11億7,507万5千円 11億5,147万3千円 2,360万2千円

7億5,619万6千円 7億4,089万9千円 1,529万7千円

8億2,386万5千円 8億7,631万円 △5,244万5千円○水道事業
　　　　 合計

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

　
28
年
９
月
定
例
会
は
、
９
月
２
日

(

金)

か
ら
23
日(

金)

ま
で
の
会
期
で
開

き
ま
し
た
。

▼
２
日
（
初
日
）

　
条
例
改
正
案
、
補
正
予
算
案
、
27
年

度
決
算
認
定
案
な
ど
、
あ
わ
せ
て
26
件

が
提
案
説
明
さ
れ
、
そ
の
う
ち
、
５
件

の
人
事
案
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

▼
６
日
（
常
任
委
員
会
）

　
総
務
民
生
常
任
委
員
会
、
防
災
建
設

常
任
委
員
会
が
開
か
れ
、
総
務
民
生
常

任
委
員
会
で
は
、
本
会
議
か
ら
付
託
さ

れ
た
議
案
２
件
の
審
査
を
し
ま
し
た
。

▼
12
日
（
一
般
質
問
）

　
８
人
が
一
般
質
問
（
10
問
）
を
行
い

ま
し
た
。

▼
16
日
（
決
算
審
査
）

　
27
年
度
決
算
認
定
案
を
審
査
し
ま
し

た
。

▼
23
日
（
最
終
日
）

　
補
正
予
算
案
１
件
、
意
見
書
案
１
件

が
追
加
提
案
さ
れ
、
質
疑
・
討
論
を
行

っ
た
後
、
全
て
の
議
案
を
可
決
し
、
閉

会
し
ま
し
た
。

ＪＲ蟹江駅
橋上駅舎化事業
賛成多数で可決

決
算
の
審
査
か
ら

　
27
年
度
決
算
（
一
般
会
計
、
特
別

会
計
６
件
、
水
道
事
業
会
計
）
認
定

案
を
審
査
し
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り

認
定
し
ま
し
た
。

　
私
た
ち
が
指
摘
し
た
一
部
を
お
届

け
し
ま
す
。

板　倉
板　倉

板　倉

板　倉

板　倉

監査委員の意見
一般会計・特別会計決算審査意見書から（要旨）

　　　　　　　　各会計の歳入歳出決算などを表す書類について審査した結果、
　　　　　　　　概ね適正に執行されており、その内容は適正であると認められ
　　　　　　　　た。
　　　　　　　　　町の行政基盤をなす一般会計の実質収支額は黒字であり、健
　　　　　　　　全財政を堅持しているものと認められる。
　　　　　　　　　主要財源である町税の収入未済額は、前年度に比べ減少し、
　　　　　　　　専門的な滞納整理や繰り返し電話催告などを行ったことが未納
　　　　　　　　額の減少になった要因であると思われる。今後も税の公平性を
　　　　　　　　保つために、滞納対策を実施されることを望むものである。
　　　　　　　　　また、効率的な財政運営に努められており、各施設の老朽化
　　　　　　　　に対しても、前年と同様に計画的に施設改修を実施し、引き続
　　　　　　　　き、各施設の点検をお願いしたい。
　職員管理については、各所属長が業務内容を的確に把握し、休暇等の取得促進に向け配慮すべき
である。管理職の退職者が多いため、今後の事務に支障をきたすことのないように、適正で計画的
な人事配置が必要である。
　今後の行政運営にあたり、合理的でより良い行政サービスの充実に努められることを切望する。

条
例
改
正
等
を
審
議

関
西
本
線
蟹
江
駅

自
由
通
路
新
設
及
び

橋
上
駅
舎
化
工
事
の

協
定
の
締
結

（
賛
成
多
数
）

　
Ｊ
Ｒ
関
西
本
線
に
よ

り
分
離
さ
れ
て
い
る
南

北
両
地
区
の
移
動
の
円

滑
化
を
図
る
た
め
、
自

由
通
路
を
整
備
し
、
併

せ
て
橋
上
駅
舎
化
を
行

う
も
の
で
す
。

《
反
対
》
　
中
村
議
員

　
①
駅
の
規
模
に
対
し

て
過
剰
な
投
資
で
あ
る

こ
と
。
②
駅
周
辺
の
整

備
計
画
が
後
付
の
ま
ま

で
計
画
性
が
な
い
こ
と

③
町
内
の
他
の
施
設
と

の
バ
ラ
ン
ス
に
お
い
て

疑
問
が
あ
る
こ
と
。

　
以
上
の
３
点
の
こ
と

か
ら
反
対
す
る
。

《
賛
成
》
　
石
原
議
員

　
６
月
定
例
会
の
補
正

予
算
に
お
い
て
、
当
事

業
の
債
務
負
担
行
為
が

議
決
さ
れ
て
い
る
。

　
予
算
措
置
の
承
認
を

得
た
う
え
で
、
具
体
的

に
事
業
を
進
め
る
も
の

で
あ
り
、
当
事
業
は
、

町
の
将
来
の
発
展
に
大

き
く
寄
与
す
る
事
業
で

あ
る
の
で
、
賛
成
す
る

津
島
市
と
蟹
江
町
と

の
間
の
消
費
生
活
相

談
等
の
事
務
の
委
託

に
関
す
る
規
約
に
関

す
る
協
議（

全
員
賛
成
）

　
町
の
消
費
生
活
相
談

等
の
事
務
を
津
島
市
に

委
託
す
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
海
部
地
域
の

す
べ
て
の
市
町
村
（
愛

西
市
、
弥
富
市
、
あ
ま

市
、
大
治
町
、
蟹
江
町

飛
島
村
）
が
津
島
市
に

事
務
を
委
託
し
、
「
海

部
地
域
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
」
を
設
置
し
、
こ

の
地
域
の
消
費
生
活
相

談
事
業
を
行
っ
て
い
く

も
の
で
す
。

　
各
市
町
村
へ
は
巡
回

相
談
を
行
い
、
住
民
の

皆
さ
ん
の
利
便
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

名
称…

海
部
地
域
消
費

　
生
活
セ
ン
タ
ー

場
所…

津
島
市
西
柳
原

　
一
丁
目
14
番
地

行
政
不
服
審
査
法
の

施
行
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

（
全
員
賛
成
）

　
地
方
税
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
等
の
法
律

の
施
行
に
伴
い
改
正
す

る
も
の
で
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
固
定

資
産
課
税
台
帳
に
登
録

さ
れ
た
価
格
に
係
る
審

査
の
申
出
を
、
よ
り
明

確
に
し
ま
し
た
。

賛
成
・
反
対
討
論

○
一
般
会
計

《
反
対
》
　
板
倉
議
員

　
徴
収
率
を
上
げ
る
た

め
、
払
い
た
く
て
も
払

え
な
い
滞
納
者
へ
の
徴

収
強
化
が
行
わ
れ
て
い

る
。
町
民
の
暮
ら
し
の

応
援
に
な
っ
て
い
な
い

た
め
、
反
対
す
る
。

《
賛
成
》
　
佐
藤
議
員

　
学
童
保
育
の
充
実
や

希
望
の
丘
広
場
の
フ
ッ

ト
サ
ル
コ
ー
ト
の
整
備

な
ど
所
期
の
目
的
は
達

成
さ
れ
て
い
る
た
め
、

賛
成
す
る
。

○
国
民
健
康
保
険
事
業

《
反
対
》
　
板
倉
議
員

　
国
・
県
の
支
出
金
を

元
に
戻
す
よ
う
に
要
望

し
、
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
を
増
や
し
、
国
保

税
を
引
き
下
げ
る
べ
き

と
考
え
、
反
対
す
る
。

《
賛
成
》
　
安
藤
議
員

　
今
後
も
加
入
者
の
減

少
が
見
込
ま
れ
る
が
、

国
民
健
康
保
険
事
業
の

円
滑
な
運
営
に
一
層
努

力
す
る
よ
う
要
望
し
、

賛
成
す
る
。

○
介
護
保
険
管
理

《
反
対
》
　
板
倉
議
員

　
介
護
保
険
外
の
高
齢

者
施
策
を
充
実
さ
せ
、

介
護
給
付
を
抑
え
て
い

く
こ
と
と
、
介
護
保
険

利
用
料
の
減
免
を
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
と
考

え
、
反
対
す
る
。

《
賛
成
》
　
石
原
議
員

　
ま
す
ま
す
進
む
高
齢

社
会
の
中
で
、
今
後
も

適
切
な
支
援
、
制
度
運

営
を
行
っ
て
い
く
こ
と

を
要
望
し
、
賛
成
す
る

○
後
期
高
齢
者
医
療
保

　
険
事
業

《
反
対
》
　
板
倉
議
員

　
以
前
の
安
心
し
て
医

療
が
受
け
ら
れ
る
老
人

保
険
制
度
に
戻
す
べ
き

と
考
え
、
反
対
す
る
。

《
賛
成
》
　
安
藤
議
員

　
高
齢
者
が
適
切
な
医
療

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
健
全

な
運
営
を
行
う
こ
と
を
要

望
し
、
賛
成
す
る
。

特
　別
　会
　計

○
水
道
事
業

《
反
対
》
　
板
倉
議
員

　
内
部
留
保
資
金
を
使

い
、
水
道
料
金
を
還
元

す
べ
き
と
考
え
、
反
対

す
る
。

《
賛
成
》
　
水
野
議
員

　
将
来
に
わ
た
り
、
持

続
可
能
で
強
靭
な
水
道

の
構
築
の
推
進
を
要
望

し
、
賛
成
す
る
。

▲議場で審査意見を

　述べられた平野代

　表監査委員

▲伊藤監査委員

　（議会代表）

27年度決算収支状況
◎は全員賛成　○は賛成多数　　　　　　　　（金額は、千円単位に四捨五入）

▲ＪＲ蟹江駅橋上駅化のイメージ図

。

。、

194億7,149万1千円 184億4,900万8千円 10億2,248万3千円

。
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平成27年度決算を審議 ９月定例会

　　　　 会計別　　　　　　　　　  歳入　　　　　      歳出　　　　　     差引　　    反対者
○一般会計 105億1,008万8千円
○国民健康保険事業

◎土地取得
○介護保険管理
◎コミュニティ・プラント事業
◎公共下水道事業
○後期高齢者医療保険事業

100億7，672万4千円 4億3,336万4千円
46億1,410万7千円 41億6,058万4千円 4億5,352万3千円

1億8,929万8千円 1億8,929万8千円 0円
22億1,687万2千円 21億2,093万5千円 9,596万7千円

985万5千円 909万5千円 76万円
11億7,507万5千円 11億5,147万3千円 2,360万2千円

7億5,619万6千円 7億4,089万9千円 1,529万7千円

8億2,386万5千円 8億7,631万円 △5,244万5千円○水道事業
　　　　 合計

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

　
28
年
９
月
定
例
会
は
、
９
月
２
日

(

金)

か
ら
23
日(

金)

ま
で
の
会
期
で
開

き
ま
し
た
。

▼
２
日
（
初
日
）

　
条
例
改
正
案
、
補
正
予
算
案
、
27
年

度
決
算
認
定
案
な
ど
、
あ
わ
せ
て
26
件

が
提
案
説
明
さ
れ
、
そ
の
う
ち
、
５
件

の
人
事
案
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

▼
６
日
（
常
任
委
員
会
）

　
総
務
民
生
常
任
委
員
会
、
防
災
建
設

常
任
委
員
会
が
開
か
れ
、
総
務
民
生
常

任
委
員
会
で
は
、
本
会
議
か
ら
付
託
さ

れ
た
議
案
２
件
の
審
査
を
し
ま
し
た
。

▼
12
日
（
一
般
質
問
）

　
８
人
が
一
般
質
問
（
10
問
）
を
行
い

ま
し
た
。

▼
16
日
（
決
算
審
査
）

　
27
年
度
決
算
認
定
案
を
審
査
し
ま
し

た
。

▼
23
日
（
最
終
日
）

　
補
正
予
算
案
１
件
、
意
見
書
案
１
件

が
追
加
提
案
さ
れ
、
質
疑
・
討
論
を
行

っ
た
後
、
全
て
の
議
案
を
可
決
し
、
閉

会
し
ま
し
た
。

ＪＲ蟹江駅
橋上駅舎化事業
賛成多数で可決

決
算
の
審
査
か
ら

　
27
年
度
決
算
（
一
般
会
計
、
特
別

会
計
６
件
、
水
道
事
業
会
計
）
認
定

案
を
審
査
し
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り

認
定
し
ま
し
た
。

　
私
た
ち
が
指
摘
し
た
一
部
を
お
届

け
し
ま
す
。

板　倉
板　倉

板　倉

板　倉

板　倉

監査委員の意見
一般会計・特別会計決算審査意見書から（要旨）

　　　　　　　　各会計の歳入歳出決算などを表す書類について審査した結果、
　　　　　　　　概ね適正に執行されており、その内容は適正であると認められ
　　　　　　　　た。
　　　　　　　　　町の行政基盤をなす一般会計の実質収支額は黒字であり、健
　　　　　　　　全財政を堅持しているものと認められる。
　　　　　　　　　主要財源である町税の収入未済額は、前年度に比べ減少し、
　　　　　　　　専門的な滞納整理や繰り返し電話催告などを行ったことが未納
　　　　　　　　額の減少になった要因であると思われる。今後も税の公平性を
　　　　　　　　保つために、滞納対策を実施されることを望むものである。
　　　　　　　　　また、効率的な財政運営に努められており、各施設の老朽化
　　　　　　　　に対しても、前年と同様に計画的に施設改修を実施し、引き続
　　　　　　　　き、各施設の点検をお願いしたい。
　職員管理については、各所属長が業務内容を的確に把握し、休暇等の取得促進に向け配慮すべき
である。管理職の退職者が多いため、今後の事務に支障をきたすことのないように、適正で計画的
な人事配置が必要である。
　今後の行政運営にあたり、合理的でより良い行政サービスの充実に努められることを切望する。

条
例
改
正
等
を
審
議

関
西
本
線
蟹
江
駅

自
由
通
路
新
設
及
び

橋
上
駅
舎
化
工
事
の

協
定
の
締
結

（
賛
成
多
数
）

　
Ｊ
Ｒ
関
西
本
線
に
よ

り
分
離
さ
れ
て
い
る
南

北
両
地
区
の
移
動
の
円

滑
化
を
図
る
た
め
、
自

由
通
路
を
整
備
し
、
併

せ
て
橋
上
駅
舎
化
を
行

う
も
の
で
す
。

《
反
対
》
　
中
村
議
員

　
①
駅
の
規
模
に
対
し

て
過
剰
な
投
資
で
あ
る

こ
と
。
②
駅
周
辺
の
整

備
計
画
が
後
付
の
ま
ま

で
計
画
性
が
な
い
こ
と

③
町
内
の
他
の
施
設
と

の
バ
ラ
ン
ス
に
お
い
て

疑
問
が
あ
る
こ
と
。

　
以
上
の
３
点
の
こ
と

か
ら
反
対
す
る
。

《
賛
成
》
　
石
原
議
員

　
６
月
定
例
会
の
補
正

予
算
に
お
い
て
、
当
事

業
の
債
務
負
担
行
為
が

議
決
さ
れ
て
い
る
。

　
予
算
措
置
の
承
認
を

得
た
う
え
で
、
具
体
的

に
事
業
を
進
め
る
も
の

で
あ
り
、
当
事
業
は
、

町
の
将
来
の
発
展
に
大

き
く
寄
与
す
る
事
業
で

あ
る
の
で
、
賛
成
す
る

津
島
市
と
蟹
江
町
と

の
間
の
消
費
生
活
相

談
等
の
事
務
の
委
託

に
関
す
る
規
約
に
関

す
る
協
議（

全
員
賛
成
）

　
町
の
消
費
生
活
相
談

等
の
事
務
を
津
島
市
に

委
託
す
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
海
部
地
域
の

す
べ
て
の
市
町
村
（
愛

西
市
、
弥
富
市
、
あ
ま

市
、
大
治
町
、
蟹
江
町

飛
島
村
）
が
津
島
市
に

事
務
を
委
託
し
、
「
海

部
地
域
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
」
を
設
置
し
、
こ

の
地
域
の
消
費
生
活
相

談
事
業
を
行
っ
て
い
く

も
の
で
す
。

　
各
市
町
村
へ
は
巡
回

相
談
を
行
い
、
住
民
の

皆
さ
ん
の
利
便
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

名
称…

海
部
地
域
消
費

　
生
活
セ
ン
タ
ー

場
所…

津
島
市
西
柳
原

　
一
丁
目
14
番
地

行
政
不
服
審
査
法
の

施
行
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

（
全
員
賛
成
）

　
地
方
税
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
等
の
法
律

の
施
行
に
伴
い
改
正
す

る
も
の
で
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
固
定

資
産
課
税
台
帳
に
登
録

さ
れ
た
価
格
に
係
る
審

査
の
申
出
を
、
よ
り
明

確
に
し
ま
し
た
。

賛
成
・
反
対
討
論

○
一
般
会
計

《
反
対
》
　
板
倉
議
員

　
徴
収
率
を
上
げ
る
た

め
、
払
い
た
く
て
も
払

え
な
い
滞
納
者
へ
の
徴

収
強
化
が
行
わ
れ
て
い

る
。
町
民
の
暮
ら
し
の

応
援
に
な
っ
て
い
な
い

た
め
、
反
対
す
る
。

《
賛
成
》
　
佐
藤
議
員

　
学
童
保
育
の
充
実
や

希
望
の
丘
広
場
の
フ
ッ

ト
サ
ル
コ
ー
ト
の
整
備

な
ど
所
期
の
目
的
は
達

成
さ
れ
て
い
る
た
め
、

賛
成
す
る
。

○
国
民
健
康
保
険
事
業

《
反
対
》
　
板
倉
議
員

　
国
・
県
の
支
出
金
を

元
に
戻
す
よ
う
に
要
望

し
、
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
を
増
や
し
、
国
保

税
を
引
き
下
げ
る
べ
き

と
考
え
、
反
対
す
る
。

《
賛
成
》
　
安
藤
議
員

　
今
後
も
加
入
者
の
減

少
が
見
込
ま
れ
る
が
、

国
民
健
康
保
険
事
業
の

円
滑
な
運
営
に
一
層
努

力
す
る
よ
う
要
望
し
、

賛
成
す
る
。

○
介
護
保
険
管
理

《
反
対
》
　
板
倉
議
員

　
介
護
保
険
外
の
高
齢

者
施
策
を
充
実
さ
せ
、

介
護
給
付
を
抑
え
て
い

く
こ
と
と
、
介
護
保
険

利
用
料
の
減
免
を
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
と
考

え
、
反
対
す
る
。

《
賛
成
》
　
石
原
議
員

　
ま
す
ま
す
進
む
高
齢

社
会
の
中
で
、
今
後
も

適
切
な
支
援
、
制
度
運

営
を
行
っ
て
い
く
こ
と

を
要
望
し
、
賛
成
す
る

○
後
期
高
齢
者
医
療
保

　
険
事
業

《
反
対
》
　
板
倉
議
員

　
以
前
の
安
心
し
て
医

療
が
受
け
ら
れ
る
老
人

保
険
制
度
に
戻
す
べ
き

と
考
え
、
反
対
す
る
。

《
賛
成
》
　
安
藤
議
員

　
高
齢
者
が
適
切
な
医
療

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
健
全

な
運
営
を
行
う
こ
と
を
要

望
し
、
賛
成
す
る
。

特
　別
　会
　計

○
水
道
事
業

《
反
対
》
　
板
倉
議
員

　
内
部
留
保
資
金
を
使

い
、
水
道
料
金
を
還
元

す
べ
き
と
考
え
、
反
対

す
る
。

《
賛
成
》
　
水
野
議
員

　
将
来
に
わ
た
り
、
持

続
可
能
で
強
靭
な
水
道

の
構
築
の
推
進
を
要
望

し
、
賛
成
す
る
。

▲議場で審査意見を

　述べられた平野代

　表監査委員

▲伊藤監査委員

　（議会代表）

27年度決算収支状況
◎は全員賛成　○は賛成多数　　　　　　　　（金額は、千円単位に四捨五入）

▲ＪＲ蟹江駅橋上駅化のイメージ図

。

。、

194億7,149万1千円 184億4,900万8千円 10億2,248万3千円

。



かにえ議会だより●平成28年（2016年）11月１日 かにえ議会だより●平成28年（2016年）11月１日

４５

民進党　飯田雅広

問

　当
町
の
成
年
後
見
制

度
の
取
組
に
関
し
て
、

　①
町
長
申
立
て
に
関
し

て
の
み
費
用
等
の
援
助
が

あ
る
が
、
支
援
の
対
象
者

を
拡
大
で
き
な
い
の
か
。

　②
「
成
年
後
見
制
度
の

利
用
の
促
進
に
関
す
る
法

律
」
が
施
行
さ
れ
、
国
の

基
本
計
画
策
定
後
に
当
町

も
計
画
策
定
を
行
う
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
い
つ

策
定
す
る
の
か
。

　③
制
度
全
般
に
対
す
る

総
合
的
な
相
談
窓
口
が
必

要
だ
が
、
設
置
す
る
予
定

は
あ
る
の
か
。

住
民
課
長

　
①
現
在
、
当
町
に
お
い

て
、
成
年
後
見
制
度
へ
の

支
援
と
し
て
は
、
必
要
と

な
る
費
用
を
負
担
す
る
こ

と
が
困
難
で
あ
る
方
に
対

す
る
助
成
を
趣
旨
と
し
、

町
長
申
立
て
を
行
っ
た
方

を
対
象
と
し
て
い
る
。

　
近
年
で
は
、
利
用
者
ニ

ー
ズ
も
高
ま
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
町
長
申
立
て
に

限
ら
ず
、
本
人
申
立
て
、

親
族
申
立
て
の
場
合
で
も

対
象
と
な
る
よ
う
拡
大
し

て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　
②
政
府
が
策
定
す
る
成

年
後
見
制
度
利
用
促
進
基

本
計
画
を
勘
案
し
、
周
辺

自
治
体
の
動
向
を
調
査
研

究
し
な
が
ら
適
切
に
対
応

し
て
い
き
た
い
。

　
③
県
下
で
は
、
「
成
年

後
見
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

こ
の
地
域
で
も
共
同
で
そ

う
い
う
セ
ン
タ
ー
が
設
置

で
き
る
の
が
一
番
望
ま
し

い
。

　
今
後
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
や
社
会
福
祉
協

議
会
と
連
携
し
制
度
の
充

実
に
努
め
て
い
き
た
い
。

一
般
質
問

問　当町の成年後見制度を充実させよ

答　関係機関と連携し、制度充実に努めたい

特
別
会
計

一般会計（第２号）

公共下水道事業

コミュニティ・プラント事業

介護保険管理

国民健康保険事業

会計別

2,064万3千円後期高齢者医療保険事業

89万６千円

1,002万1千円

9,593万6千円

76万円

2,360万1千円

98億3,872万円

41億5,226万4千円

23億8,992万3千円

1,346万3千円

14億1,496万3千円

8億  211万6千円

審査結果補正後の額補正額

一般会計（第３号）

5,862万3千円 98億3,782万4千円

審議結果

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

　認知症、知的障がい、精神障が

いなどによって物事を判断する能

力が十分ではない方の財産管理や

契約締結、解除などを援助してく

れたり、代わって行ってくれる人

を選び、法律的に支援する制度の

ことです。

成年後見制度とは…
せいねんこうけんせいど

認知症の
おばあさんを

悪徳訪問販売から
守りたい。

知的障がいを持つわが子のために、
私たちがなくなった後も

子どもの生活や財産管理を
まかせたい。

アパート経営をしている父
が突然の病に倒れ入院。
なんとか父のかわりに

管理をしたい。

 

一

　般

　質

　問

　

 

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
執
行
機
関
（
町
や
町
教
育
委
員
会
な
ど
）
に
対

し
、
一
般
事
務
全
般
に
わ
た
っ
て
の
執
行
状
況
や
将
来
の
方
針
な
ど
に
つ
い

て
、
事
実
の
説
明
を
求
め
た
り
、
ま
た
は
所
見
を
た
だ
す
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
こ
の
９
月
定
例
会
で
は
、
８
人
が
一
般
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。

会派名 議員名 質問の題名 掲載ページ

日本共産党

飯田雅広
蟹江町の成年後見制度の支援は
充実しているのか？

蟹江町の健康づくり、認知症及び
介護予防施策について問う

地域包括ケア対策を図れ

徘徊高齢者の支援対策は大丈夫か

待ったなし　高齢者施策を問う

国民健康保険及び
税の徴収について

蟹江町の管理下にある
各種公園の予算を問う

「かにえ子ども条例」の
制定について

富吉南のまちづくりについて

議会タブレットについて

民進党

新　風

公明党

新　風

無会派

新政会

無会派

水野智見

安藤洋一

松本正美

板倉浩幸

伊藤俊一

佐藤　茂

中村英子

９月定例会の一般質問

５ページ

６ページ

６ページ

７ページ

８ページ

９ページ

８ページ

10ページ

人
事
案
件
を
審
議

教
育
委
員
会
委
員
の
再
任
に
同
意

　
　
　
（
全
員
賛
成
）

　
任
期
満
了(

28
年
９

月
30
日)

に
伴
い
、
伊

藤
純
一
さ
ん(

新
千
秋

字
後
西)

、
森
田
欣
一

さ
ん(

蟹
江
新
町
字
中

之
割)
の
再
任
に
同
意

し
ま
し
た
。

　
任
期
は
４
年
で
す
。

伊藤純一さん森田欣一さん関山和宏さん岩田　肇さん江村滋子さん

　
　
　
（
全
員
賛
成
）

　
任
期
満
了(

28
年
11

月
８
日)

に
伴
い
、
関

山
和
宏
さ
ん(

今
西
一

丁
目)

、
岩
田
肇
さ
ん

(

名
古
屋
市
中
川
区
富

田
町)

、
江
村
滋
子
さ

ん(

須
成
字
川
西
下
）

の
再
任
に
同
意
し
ま

し
た
。

　
任
期
は
３
年
で
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　
　
　
（
全
員
賛
成
）

①
予
防
接
種
事
業

　
５
１
０
万
５
千
円

　
新
生
児
に
対
す
る
Ｂ

型
肝
炎
が
、
定
期
接
種

化
の
予
定
の
た
め
、
医

師
に
委
託
す
る
も
の
で

す
。

②
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

　
と
創
生
事
業

　
（
事
業
所
相
互
連
携

　
促
進
等
事
業
）

　
５
０
０
万
円

　
商
工
会
が
行
う
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行

事
業
を
補
助
す
る
も
の

で
す
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任
に
同
意

えむらしげこ いわた　はじめ せきやまかずひろ もりた きんいち  いとうじゅんいち

補
正
予
算
の
主
な
内
容

③
中
学
校
施
設
整
備
事

　
業

　
１
６
４
１
万
５
千
円

　
蟹
江
中
学
校
の
万
代

塀
を
改
修
す
る
も
の
で

す
。

④
地
域
公
民
館
助
成
事

　
業

　
７
７
３
万
円

　
東
大
海
用
の
公
民
館

建
設
に
助
成
す
る
も
の

で
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

　
　
　
（
全
員
賛
成
）

⑤
選
手
派
遣
費
補
助
金

　
89
万
６
千
円

　
蟹
江
中
学
校
の
吹
奏

楽
部
が
マ
ー
チ
ン
グ
バ

意
見
書
を
国
に
提
出

議
員
の
提
案
に
よ
り
国
へ
提
案
し
た
意
見
書

◆
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
及
び
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

※

意
見
書
の
取
扱
い

　
町
議
会
で
は
、
全
会
派
一
致
で
採
択
さ
れ
た
も
の
だ
け
が
提
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ン
ド
部
門
で
愛
知
県
の

代
表
と
し
て
東
海
大
会

に
出
場
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
経
費
を
補
助

す
る
も
の
で
す
。

水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
　
　
（
全
員
賛
成
）

○
債
務
負
担
行
為
補
正

補
正
額

　
２
２
０
４
万
円

事
項

　
上
下
水
道
シ
ス
テ
ム

　
機
器
等
賃
貸
借

期
間

　
29
年
度
か
ら
33
年
度

　
ま
で

限
度
額

　
２
２
０
４
万
円



かにえ議会だより●平成28年（2016年）11月１日 かにえ議会だより●平成28年（2016年）11月１日

４５

民進党　飯田雅広

問

　当
町
の
成
年
後
見
制

度
の
取
組
に
関
し
て
、

　①
町
長
申
立
て
に
関
し

て
の
み
費
用
等
の
援
助
が

あ
る
が
、
支
援
の
対
象
者

を
拡
大
で
き
な
い
の
か
。

　②
「
成
年
後
見
制
度
の

利
用
の
促
進
に
関
す
る
法

律
」
が
施
行
さ
れ
、
国
の

基
本
計
画
策
定
後
に
当
町

も
計
画
策
定
を
行
う
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
い
つ

策
定
す
る
の
か
。

　③
制
度
全
般
に
対
す
る

総
合
的
な
相
談
窓
口
が
必

要
だ
が
、
設
置
す
る
予
定

は
あ
る
の
か
。

住
民
課
長

　
①
現
在
、
当
町
に
お
い

て
、
成
年
後
見
制
度
へ
の

支
援
と
し
て
は
、
必
要
と

な
る
費
用
を
負
担
す
る
こ

と
が
困
難
で
あ
る
方
に
対

す
る
助
成
を
趣
旨
と
し
、

町
長
申
立
て
を
行
っ
た
方

を
対
象
と
し
て
い
る
。

　
近
年
で
は
、
利
用
者
ニ

ー
ズ
も
高
ま
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
町
長
申
立
て
に

限
ら
ず
、
本
人
申
立
て
、

親
族
申
立
て
の
場
合
で
も

対
象
と
な
る
よ
う
拡
大
し

て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　
②
政
府
が
策
定
す
る
成

年
後
見
制
度
利
用
促
進
基

本
計
画
を
勘
案
し
、
周
辺

自
治
体
の
動
向
を
調
査
研

究
し
な
が
ら
適
切
に
対
応

し
て
い
き
た
い
。

　
③
県
下
で
は
、
「
成
年

後
見
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

こ
の
地
域
で
も
共
同
で
そ

う
い
う
セ
ン
タ
ー
が
設
置

で
き
る
の
が
一
番
望
ま
し

い
。

　
今
後
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
や
社
会
福
祉
協

議
会
と
連
携
し
制
度
の
充

実
に
努
め
て
い
き
た
い
。

一
般
質
問

問　当町の成年後見制度を充実させよ

答　関係機関と連携し、制度充実に努めたい

特
別
会
計

一般会計（第２号）

公共下水道事業

コミュニティ・プラント事業

介護保険管理

国民健康保険事業

会計別

2,064万3千円後期高齢者医療保険事業

89万６千円

1,002万1千円

9,593万6千円

76万円

2,360万1千円

98億3,872万円

41億5,226万4千円

23億8,992万3千円

1,346万3千円

14億1,496万3千円

8億  211万6千円

審査結果補正後の額補正額

一般会計（第３号）

5,862万3千円 98億3,782万4千円

審議結果

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

　認知症、知的障がい、精神障が

いなどによって物事を判断する能

力が十分ではない方の財産管理や

契約締結、解除などを援助してく

れたり、代わって行ってくれる人

を選び、法律的に支援する制度の

ことです。

成年後見制度とは…
せいねんこうけんせいど

認知症の
おばあさんを

悪徳訪問販売から
守りたい。

知的障がいを持つわが子のために、
私たちがなくなった後も

子どもの生活や財産管理を
まかせたい。

アパート経営をしている父
が突然の病に倒れ入院。
なんとか父のかわりに

管理をしたい。
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一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
執
行
機
関
（
町
や
町
教
育
委
員
会
な
ど
）
に
対

し
、
一
般
事
務
全
般
に
わ
た
っ
て
の
執
行
状
況
や
将
来
の
方
針
な
ど
に
つ
い

て
、
事
実
の
説
明
を
求
め
た
り
、
ま
た
は
所
見
を
た
だ
す
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
こ
の
９
月
定
例
会
で
は
、
８
人
が
一
般
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。

会派名 議員名 質問の題名 掲載ページ

日本共産党

飯田雅広
蟹江町の成年後見制度の支援は
充実しているのか？

蟹江町の健康づくり、認知症及び
介護予防施策について問う

地域包括ケア対策を図れ

徘徊高齢者の支援対策は大丈夫か

待ったなし　高齢者施策を問う

国民健康保険及び
税の徴収について

蟹江町の管理下にある
各種公園の予算を問う

「かにえ子ども条例」の
制定について

富吉南のまちづくりについて

議会タブレットについて

民進党

新　風

公明党

新　風

無会派

新政会

無会派

水野智見

安藤洋一

松本正美

板倉浩幸

伊藤俊一

佐藤　茂

中村英子

９月定例会の一般質問

５ページ

６ページ

６ページ

７ページ

８ページ

９ページ

８ページ

10ページ

人
事
案
件
を
審
議

教
育
委
員
会
委
員
の
再
任
に
同
意

　
　
　
（
全
員
賛
成
）

　
任
期
満
了(

28
年
９

月
30
日)

に
伴
い
、
伊

藤
純
一
さ
ん(

新
千
秋

字
後
西)

、
森
田
欣
一

さ
ん(

蟹
江
新
町
字
中

之
割)

の
再
任
に
同
意

し
ま
し
た
。

　
任
期
は
４
年
で
す
。

伊藤純一さん森田欣一さん関山和宏さん岩田　肇さん江村滋子さん

　
　
　
（
全
員
賛
成
）

　
任
期
満
了(

28
年
11

月
８
日)

に
伴
い
、
関

山
和
宏
さ
ん(

今
西
一

丁
目)

、
岩
田
肇
さ
ん

(

名
古
屋
市
中
川
区
富

田
町)

、
江
村
滋
子
さ

ん(

須
成
字
川
西
下
）

の
再
任
に
同
意
し
ま

し
た
。

　
任
期
は
３
年
で
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　
　
　
（
全
員
賛
成
）

①
予
防
接
種
事
業

　
５
１
０
万
５
千
円

　
新
生
児
に
対
す
る
Ｂ

型
肝
炎
が
、
定
期
接
種

化
の
予
定
の
た
め
、
医

師
に
委
託
す
る
も
の
で

す
。

②
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

　
と
創
生
事
業

　
（
事
業
所
相
互
連
携

　
促
進
等
事
業
）

　
５
０
０
万
円

　
商
工
会
が
行
う
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行

事
業
を
補
助
す
る
も
の

で
す
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任
に
同
意

えむらしげこ いわた　はじめ せきやまかずひろ もりた きんいち  いとうじゅんいち

補
正
予
算
の
主
な
内
容

③
中
学
校
施
設
整
備
事

　
業

　
１
６
４
１
万
５
千
円

　
蟹
江
中
学
校
の
万
代

塀
を
改
修
す
る
も
の
で

す
。

④
地
域
公
民
館
助
成
事

　
業

　
７
７
３
万
円

　
東
大
海
用
の
公
民
館

建
設
に
助
成
す
る
も
の

で
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

　
　
　
（
全
員
賛
成
）

⑤
選
手
派
遣
費
補
助
金

　
89
万
６
千
円

　
蟹
江
中
学
校
の
吹
奏

楽
部
が
マ
ー
チ
ン
グ
バ

意
見
書
を
国
に
提
出

議
員
の
提
案
に
よ
り
国
へ
提
案
し
た
意
見
書

◆
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
及
び
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

※

意
見
書
の
取
扱
い

　
町
議
会
で
は
、
全
会
派
一
致
で
採
択
さ
れ
た
も
の
だ
け
が
提
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ン
ド
部
門
で
愛
知
県
の

代
表
と
し
て
東
海
大
会

に
出
場
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
経
費
を
補
助

す
る
も
の
で
す
。

水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
　
　
（
全
員
賛
成
）

○
債
務
負
担
行
為
補
正

補
正
額

　
２
２
０
４
万
円

事
項

　
上
下
水
道
シ
ス
テ
ム

　
機
器
等
賃
貸
借

期
間

　
29
年
度
か
ら
33
年
度

　
ま
で

限
度
額

　
２
２
０
４
万
円
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一
般
質
問

一
般
質
問

新風　水野智見

新風　安藤洋一

公明党　松本正美

問　待ったなし　高齢者施策を問う

答　社会福祉協議会などの機関と連携し進めていく

問　地域包括ケア対策を図れ

答　幅広い対応ができる体制をつくっていく

問　町民の健康づくりを推進せよ

答　子育てがしやすく老後も住みたくなるような
　　まちづくりをしていきたい

問
　
身
体
的
な
健
康
だ
け

で
な
く
、
子
育
て
中
の
母

親
な
ど
へ
の
心
の
健
康
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
取
組
は
あ

る
の
か
。

健
康
推
進
課
長

　
出
産
後
２
か
月
ほ
ど
で
、

保
健
師
が
母
子
双
方
の
様

子
や
困
り
ご
と
な
ど
を
確

認
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
今
年
度
か
ら
、

子
ど
も
の
成
長
だ
け
で
な

く
、
お
母
さ
ん
の
出
産
後

の
悩
み
や
心
の
ケ
ア
を
専

門
的
に
対
処
す
る
た
め
、

専
門
の
相
談
員
を
派
遣
す

る
こ
と
と
し
た
。

問
　
認
知
症
、
介
護
予
防

事
業
へ
の
新
た
な
普
及
啓

発
、
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ

の
取
組
を
急
げ
。

次
長
兼
高
齢
介
護
課
長

　
本
年
度
、
舟
入
・
学
戸

両
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
で
の

各
種
健
康
教
室
や
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
の
、
60
歳
以
上

の
方
を
対
象
と
し
た
看
護

師
に
よ
る
健
康
相
談
を
実

施
し
て
い
る
。

　
よ
り
多
く
の
方
に
参
加

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲

載
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の

配
布
な
ど
啓
発
に
努
め
て

い
き
た
い
。

問
　
「
キ
ラ
ッ
と
か
に
え

健
幸
ポ
イ
ン
ト
」
に
つ
い

て
、

　
①
ポ
イ
ン
ト
の
貯
め
方
、

内
容
を
再
検
討
せ
よ
。

　
②
「
～
Ｍ
ｙ
Ｃ
ａ
～

（
ま
い
か
）
」
に
つ
い
て

は
、
告
知
及
び
周
知
の
徹

底
を
急
げ
。

健
康
推
進
課
長

　
①
お
客
さ
ま
の
声
な
ど

を
参
考
に
、
皆
さ
ん
が
気

軽
に
取
り
組
め
る
よ
う
な

事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、

改
良
し
て
い
く
。

　
②
こ
の
事
業
は
、
県
の

「
あ
い
ち
健
康
マ
イ
レ
ー

ジ
事
業
」
と
共
同
で
行
っ

て
い
る
。
今
後
、
商
業
事

業
者
と
連
携
し
啓
発
を
行

っ
て
い
く
。

問
　
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
」
の
具
体
的
な
姿

で
あ
る
24
時
間
3
6
5
日

30
分
以
内
に
提
供
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
の
実
現
可
能
な

時
期
は
い
つ
ご
ろ
か
。

次
長
兼
高
齢
介
護
課
長

　
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
」
は
、
高
齢
者
が
要

介
護
状
態
に
な
っ
て
も
、

住
み
な
れ
た
地
域
で
暮
ら

せ
る
よ
う
医
療
・
介
護
・

生
活
支
援
策
が
一
体
的
に

提
供
で
き
る
支
援
体
制
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
。

　
2
0
2
5
年
を
目
途
に

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

目
指
し
て
い
き
た
い
。

問
　
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
」
構
築
に
は
地
域

の
連
携
、
支
援
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
重
要
で
あ
る
。

行
政
が
積
極
的
に
地
域
と

か
か
わ
り
を
持
ち
啓
発
せ

よ
。

次
長
兼
高
齢
介
護
課
長

　
生
活
支
援
体
制
整
備
を

進
め
て
い
く
中
で
、
社
会

福
祉
協
議
会
と
協
議
し
な

が
ら
啓
発
を
行
っ
て
い
く
。

問
　
建
設
予
定
の
多
世
代

交
流
施
設
の
中
に
高
齢
者

向
け
の
総
合
相
談
窓
口
を

設
置
し
不
安
を
解
消
せ
よ
。

次
長
兼
高
齢
介
護
課
長

　
多
世
代
交
流
施
設
の
管

理
を
社
会
福
祉
協
議
会
に

予
定
し
て
い
る
。
社
会
福

祉
協
議
会
が
、
今
後
総
合

相
談
窓
口
に
な
り
得
る
。

町
長

　
施
設
の
間
取
り
は
、
予

算
の
関
係
上
大
き
な
変
更

は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る

が
、
ソ
フ
ト
面
で
考
慮
し

て
い
き
た
い
。

問
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
機
能
強
化
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　
①
東
西
２
か
所
の
セ
ン

タ
ー
を
統
括
す
る
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
の
総
合
相
談
窓
口

の
拠
点
整
備
は
。

　
②
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
れ
。

町
長

　
①
総
合
窓
口
と
い
う
考

え
を
広
く
と
ら
え
、
ま
ず

は
役
場
の
相
談
窓
口
を
充

実
さ
せ
た
う
え
で
、
東
西

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
多

世
代
交
流
施
設
に
も
相
談

窓
口
の
設
置
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　
ま
た
、
社
会
福
祉
協
議

会
に
も
そ
の
役
割
を
担
っ

て
も
ら
う
考
え
で
あ
る
。

次
長
兼
高
齢
介
護
課
長

　
②
海
部
南
部
広
域
事
務

組
合
主
催
の
合
同
研
修
や

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
個
別
の
地
域
ケ

ア
会
議
を
実
施
す
る
な
ど
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
地
域
ケ
ア
会
議

で
も
、
い
ろ
い
ろ
な
ケ
ー

ス
を
検
討
し
、
情
報
共

有
・
資
質
向
上
に
努
め
て

い
る
。

問
　
24
時
間
在
宅
医
療
・

介
護
連
携
の
推
進
で
地
域

医
療
・
介
護
資
源
の
把
握

や
課
題
の
抽
出
・
対
応
策

の
取
組
を
示
せ
。

次
長
兼
高
齢
介
護
課
長

　
在
宅
医
療
・
介
護
連
携

の
一
歩
と
し
て
、
10
月
に

電
子
＠
連
絡
帳
（
Ｉ
Ｃ

Ｔ
）
導
入
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
る
。

29
年
４
月
運
用
開
始
に
向

け
、
関
係
機
関
と
の
調
整

を
図
っ
て
進
め
て
い
き
た

い
。

　
24
時
間
体
制
の
在
宅
医

療
に
つ
い
て
は
、
医
師
会

と
協
力
し
、
医
療
機
関
や

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
意
向
も
確
認
し
な
が
ら

整
備
し
て
い
き
た
い
。

問
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ

ン
ト
制
度
で
介
護
・
生
活

支
援
事
業
に
取
り
組
め
。

次
長
兼
高
齢
介
護
課
長

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン

ト
制
度
は
有
効
な
手
段
だ

と
考
え
ら
れ
る
。

　
生
活
支
援
体
制
整
備
を

進
め
て
い
く
中
で
、
社
会

福
祉
協
議
会
と
と
も
に
事

業
内
容
や
人
材
確
保
の
方

法
を
検
討
し
て
い
く
。

問
　
認
知
症
徘
徊
高
齢
者

の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
の
検
討
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　
①
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
取
組
は
。

　
②
不
明
者
情
報
の
広
域

で
の
共
有
は
。

民
生
部
長

　
①
町
内
12
の
金
融
機
関

と
「
高
齢
者
そ
っ
と
見
守

り
活
動
」
に
関
す
る
協
定

を
結
ん
だ
。

　
今
後
は
、
さ
ら
に
各
方

面
の
協
力
を
得
な
が
ら
拡

大
し
て
い
き
た
い
。

町
長

　
②
職
員
は
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受

講
し
て
お
り
、
今
後
も
引

き
続
き
行
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ

ン
グ
方
式
の
訓
練
も
取
り

入
れ
な
が
ら
、
職
員
間
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
情
報
共

有
し
、
幅
広
い
目
で
認
知

症
で
徘
徊
し
て
い
る
方
を

見
つ
け
、
保
護
す
る
方
法

を
考
え
て
い
き
た
い
。

　
そ
う
す
る
こ
と
で
、
広

域
連
携
も
図
れ
る
と
考
え

て
い
る
。

問
　
徘
徊
高
齢
者
見
守
り

Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
機
器
の
導
入

の
考
え
は
な
い
か
。

民
生
部
長

　
徘
徊
す
る
高
齢
者
に
と
っ

て
、
ど
の
よ
う
な
機
器
が
有

効
で
あ
る
か
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

問
　
徘
徊
高
齢
者
の
支
援

対
策
と
し
て
、
声
か
け
訓

練
や
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
に

取
り
組
め
。

次
長
兼
高
齢
介
護
課
長

　
生
活
支
援
体
制
整
備
を

進
め
て
い
く
中
で
、
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
登
録
を

検
討
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
す
で
に
サ
ポ
ー

タ
ー
に
な
っ
て
い
る
方
に
、

よ
り
専
門
的
な
知
識
を
取

得
で
き
る
上
級
講
座
を
受

講
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
て
い
き
た
い
。

問　徘徊高齢者の支援対策は大丈夫か

答　徘徊高齢者を支援する体制づくりに取り組む

▲養成講座を受けると「オレン
　ジリング」のリストバンドが
　もらえます

ロールプレイン
グ方式とは…

　役割演技法と
もいわれ、現実
に起こる場面を
想定し、複数の
人がそれぞれ役
を演じ、疑似体
験を通して学習
する方法。
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一
般
質
問

一
般
質
問

新風　水野智見

新風　安藤洋一

公明党　松本正美

問　待ったなし　高齢者施策を問う

答　社会福祉協議会などの機関と連携し進めていく

問　地域包括ケア対策を図れ

答　幅広い対応ができる体制をつくっていく

問　町民の健康づくりを推進せよ

答　子育てがしやすく老後も住みたくなるような
　　まちづくりをしていきたい

問
　
身
体
的
な
健
康
だ
け

で
な
く
、
子
育
て
中
の
母

親
な
ど
へ
の
心
の
健
康
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
取
組
は
あ

る
の
か
。

健
康
推
進
課
長

　
出
産
後
２
か
月
ほ
ど
で
、

保
健
師
が
母
子
双
方
の
様

子
や
困
り
ご
と
な
ど
を
確

認
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
今
年
度
か
ら
、

子
ど
も
の
成
長
だ
け
で
な

く
、
お
母
さ
ん
の
出
産
後

の
悩
み
や
心
の
ケ
ア
を
専

門
的
に
対
処
す
る
た
め
、

専
門
の
相
談
員
を
派
遣
す

る
こ
と
と
し
た
。

問
　
認
知
症
、
介
護
予
防

事
業
へ
の
新
た
な
普
及
啓

発
、
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ

の
取
組
を
急
げ
。

次
長
兼
高
齢
介
護
課
長

　
本
年
度
、
舟
入
・
学
戸

両
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
で
の

各
種
健
康
教
室
や
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
の
、
60
歳
以
上

の
方
を
対
象
と
し
た
看
護

師
に
よ
る
健
康
相
談
を
実

施
し
て
い
る
。

　
よ
り
多
く
の
方
に
参
加

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲

載
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の

配
布
な
ど
啓
発
に
努
め
て

い
き
た
い
。

問
　
「
キ
ラ
ッ
と
か
に
え

健
幸
ポ
イ
ン
ト
」
に
つ
い

て
、

　
①
ポ
イ
ン
ト
の
貯
め
方
、

内
容
を
再
検
討
せ
よ
。

　
②
「
～
Ｍ
ｙ
Ｃ
ａ
～

（
ま
い
か
）
」
に
つ
い
て

は
、
告
知
及
び
周
知
の
徹

底
を
急
げ
。

健
康
推
進
課
長

　
①
お
客
さ
ま
の
声
な
ど

を
参
考
に
、
皆
さ
ん
が
気

軽
に
取
り
組
め
る
よ
う
な

事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、

改
良
し
て
い
く
。

　
②
こ
の
事
業
は
、
県
の

「
あ
い
ち
健
康
マ
イ
レ
ー

ジ
事
業
」
と
共
同
で
行
っ

て
い
る
。
今
後
、
商
業
事

業
者
と
連
携
し
啓
発
を
行

っ
て
い
く
。

問
　
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
」
の
具
体
的
な
姿

で
あ
る
24
時
間
3
6
5
日

30
分
以
内
に
提
供
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
の
実
現
可
能
な

時
期
は
い
つ
ご
ろ
か
。

次
長
兼
高
齢
介
護
課
長

　
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
」
は
、
高
齢
者
が
要

介
護
状
態
に
な
っ
て
も
、

住
み
な
れ
た
地
域
で
暮
ら

せ
る
よ
う
医
療
・
介
護
・

生
活
支
援
策
が
一
体
的
に

提
供
で
き
る
支
援
体
制
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
。

　
2
0
2
5
年
を
目
途
に

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

目
指
し
て
い
き
た
い
。

問
　
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
」
構
築
に
は
地
域

の
連
携
、
支
援
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
重
要
で
あ
る
。

行
政
が
積
極
的
に
地
域
と

か
か
わ
り
を
持
ち
啓
発
せ

よ
。

次
長
兼
高
齢
介
護
課
長

　
生
活
支
援
体
制
整
備
を

進
め
て
い
く
中
で
、
社
会

福
祉
協
議
会
と
協
議
し
な

が
ら
啓
発
を
行
っ
て
い
く
。

問
　
建
設
予
定
の
多
世
代

交
流
施
設
の
中
に
高
齢
者

向
け
の
総
合
相
談
窓
口
を

設
置
し
不
安
を
解
消
せ
よ
。

次
長
兼
高
齢
介
護
課
長

　
多
世
代
交
流
施
設
の
管

理
を
社
会
福
祉
協
議
会
に

予
定
し
て
い
る
。
社
会
福

祉
協
議
会
が
、
今
後
総
合

相
談
窓
口
に
な
り
得
る
。

町
長

　
施
設
の
間
取
り
は
、
予

算
の
関
係
上
大
き
な
変
更

は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る

が
、
ソ
フ
ト
面
で
考
慮
し

て
い
き
た
い
。

問
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
機
能
強
化
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　
①
東
西
２
か
所
の
セ
ン

タ
ー
を
統
括
す
る
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
の
総
合
相
談
窓
口

の
拠
点
整
備
は
。

　
②
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
れ
。

町
長

　
①
総
合
窓
口
と
い
う
考

え
を
広
く
と
ら
え
、
ま
ず

は
役
場
の
相
談
窓
口
を
充

実
さ
せ
た
う
え
で
、
東
西

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
多

世
代
交
流
施
設
に
も
相
談

窓
口
の
設
置
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　
ま
た
、
社
会
福
祉
協
議

会
に
も
そ
の
役
割
を
担
っ

て
も
ら
う
考
え
で
あ
る
。

次
長
兼
高
齢
介
護
課
長

　
②
海
部
南
部
広
域
事
務

組
合
主
催
の
合
同
研
修
や

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
個
別
の
地
域
ケ

ア
会
議
を
実
施
す
る
な
ど
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
地
域
ケ
ア
会
議

で
も
、
い
ろ
い
ろ
な
ケ
ー

ス
を
検
討
し
、
情
報
共

有
・
資
質
向
上
に
努
め
て

い
る
。

問
　
24
時
間
在
宅
医
療
・

介
護
連
携
の
推
進
で
地
域

医
療
・
介
護
資
源
の
把
握

や
課
題
の
抽
出
・
対
応
策

の
取
組
を
示
せ
。

次
長
兼
高
齢
介
護
課
長

　
在
宅
医
療
・
介
護
連
携

の
一
歩
と
し
て
、
10
月
に

電
子
＠
連
絡
帳
（
Ｉ
Ｃ

Ｔ
）
導
入
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
る
。

29
年
４
月
運
用
開
始
に
向

け
、
関
係
機
関
と
の
調
整

を
図
っ
て
進
め
て
い
き
た

い
。

　
24
時
間
体
制
の
在
宅
医

療
に
つ
い
て
は
、
医
師
会

と
協
力
し
、
医
療
機
関
や

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
意
向
も
確
認
し
な
が
ら

整
備
し
て
い
き
た
い
。

問
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ

ン
ト
制
度
で
介
護
・
生
活

支
援
事
業
に
取
り
組
め
。

次
長
兼
高
齢
介
護
課
長

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン

ト
制
度
は
有
効
な
手
段
だ

と
考
え
ら
れ
る
。

　
生
活
支
援
体
制
整
備
を

進
め
て
い
く
中
で
、
社
会

福
祉
協
議
会
と
と
も
に
事

業
内
容
や
人
材
確
保
の
方

法
を
検
討
し
て
い
く
。

問
　
認
知
症
徘
徊
高
齢
者

の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
の
検
討
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　
①
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
取
組
は
。

　
②
不
明
者
情
報
の
広
域

で
の
共
有
は
。

民
生
部
長

　
①
町
内
12
の
金
融
機
関

と
「
高
齢
者
そ
っ
と
見
守

り
活
動
」
に
関
す
る
協
定

を
結
ん
だ
。

　
今
後
は
、
さ
ら
に
各
方

面
の
協
力
を
得
な
が
ら
拡

大
し
て
い
き
た
い
。

町
長

　
②
職
員
は
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受

講
し
て
お
り
、
今
後
も
引

き
続
き
行
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ

ン
グ
方
式
の
訓
練
も
取
り

入
れ
な
が
ら
、
職
員
間
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
情
報
共

有
し
、
幅
広
い
目
で
認
知

症
で
徘
徊
し
て
い
る
方
を

見
つ
け
、
保
護
す
る
方
法

を
考
え
て
い
き
た
い
。

　
そ
う
す
る
こ
と
で
、
広

域
連
携
も
図
れ
る
と
考
え

て
い
る
。

問
　
徘
徊
高
齢
者
見
守
り

Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
機
器
の
導
入

の
考
え
は
な
い
か
。

民
生
部
長

　
徘
徊
す
る
高
齢
者
に
と
っ

て
、
ど
の
よ
う
な
機
器
が
有

効
で
あ
る
か
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

問
　
徘
徊
高
齢
者
の
支
援

対
策
と
し
て
、
声
か
け
訓

練
や
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
に

取
り
組
め
。

次
長
兼
高
齢
介
護
課
長

　
生
活
支
援
体
制
整
備
を

進
め
て
い
く
中
で
、
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
登
録
を

検
討
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
す
で
に
サ
ポ
ー

タ
ー
に
な
っ
て
い
る
方
に
、

よ
り
専
門
的
な
知
識
を
取

得
で
き
る
上
級
講
座
を
受

講
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
て
い
き
た
い
。

問　徘徊高齢者の支援対策は大丈夫か

答　徘徊高齢者を支援する体制づくりに取り組む

▲養成講座を受けると「オレン
　ジリング」のリストバンドが
　もらえます

ロールプレイン
グ方式とは…

　役割演技法と
もいわれ、現実
に起こる場面を
想定し、複数の
人がそれぞれ役
を演じ、疑似体
験を通して学習
する方法。
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一
般
質
問

一
般
質
問

▲「開かれた議会」を目指して

日本共産党　板倉浩幸新政会　佐藤　茂

無会派　伊藤俊一

問　国保税の引下げを考えよ

答　国に被保険者の負担軽減と国保会計への
　　財政支援を要望していく

問　富吉南のまちづくり推進を図れ

答　地権者の理解を得ながら進めていきたい

問　町の管理下にある各種公園の予算を問う

答　町内会の負担を軽減できるよう、
　　でき得る限り協力する

問

　高
齢
化
が
進
む
現
在
、

児
童
公
園
の
管
理
・
除
草

に
は
人
手
不
足
で
、
特
に
、

今
の
時
期
は
草
が
生
え
る

の
が
早
い
。
何
か
対
策
は

な
い
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
個
々
の
地
域
公
園
の
状

況
を
見
な
が
ら
、
町
内
会

の
意
見
を
聞
き
、
で
き
得

る
範
囲
で
協
力
し
て
い
く

つ
も
り
で
あ
る
。

　
除
草
は
、
草
刈
機
な
ど

の
貸
出
や
、
集
積
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
、
草
の
処
分

も
町
で
協
力
し
て
い
き
た

い
。

問

　町
の
管
理
下
に
あ
る

公
園
全
体
の
予
算
を
検
討

し
見
直
し
を
せ
よ
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
地
域
公
園
の
除
草
や
ト

イ
レ
な
ど
の
清
掃
管
理
は
、

各
町
内
会
で
行
っ
て
い
た

だ
い
て
い
る
。

　
町
は
、
で
き
得
る
範
囲

で
支
援
し
て
い
く
考
え
で

あ
る
。

問

　児
童
公
園
の
管
理
に

つ
い
て
、
町
内
会
の
負
担

軽
減
対
策
と
し
て
、

　①
補
助
の
回
数
や
補
助

金
の
増
額
は
で
き
な
い
か
。

　②
現
場
の
状
況
を
勘
案

し
、
雑
草
が
生
え
に
く
い

石
灰
岩
が
混
ざ
っ
た
土
を

遊
具
周
辺
等
に
入
れ
替
え

よ
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
①
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
委
託
し
た
場
合
に

限
り
、
年
間
３
回
分
の
委

託
料
の
２
分
の
１
を
補
助

し
て
い
る
。

　
町
内
会
か
ら
要
望
が
あ

れ
ば
、
公
園
内
の
樹
木
の

せ
ん
て
い
や
害
虫
駆
除
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
も
、

引
き
続
き
協
力
し
て
い
き

た
い
。

　
②
現
地
の
状
況
を
見
な

が
ら
対
策
に
努
め
て
い
く
。

　
③
国
の
基
準
に
示
さ
れ

た
負
担
軽
減
を
行
っ
て
い

き
た
い
。

問

　30
年
度
か
ら
の
国
保

都
道
府
県
化
に
よ
っ
て
国

保
税
は
引
き
上
げ
ら
れ
た

り
し
な
い
か
。

保
険
医
療
課
長

　
保
険
料
、
保
険
税
の
決

定
に
つ
い
て
は
、
県
が
市

町
村
ご
と
に
算
定
し
た
標

準
保
険
料
率
を
参
考
に
、

保
険
料
率
を
決
定
す
る
こ

と
に
な
る
。

問

　国
保
税
を
含
む
税
の

滞
納
処
分
で
、
他
の
自
治

体
と
比
べ
て
滞
納
差
押
件

数
と
差
押
金
額
が
多
い
の

は
な
ぜ
か
。

税
務
課
長

　
20
年
度
当
時
の
当
町
の

徴
収
率
は
非
常
に
悪
か
っ

た
。
21
年
度
か
ら
滞
納
対

策
に
力
を
注
ぎ
、
現
在
も

自
主
財
源
の
確
保
、
税
負

担
の
公
平
、
納
税
意
識
の

高
揚
に
努
め
て
お
り
、
そ

の
た
め
、
差
押
件
数
や
差

押
金
額
が
増
え
た
も
の
で

あ
る
。

問

　27
年
度
の
国
の
保
険

基
盤
安
定
制
度
拡
充
に
つ

い
て
、

　①
町
へ
の
交
付
金
額
は
。

　②
制
度
の
交
付
金
を
用

い
て
国
保
税
の
引
下
げ
は

で
き
な
い
か
。

　③
町
独
自
の
軽
減
制
度

を
拡
充
す
る
考
え
は
。

保
険
医
療
課
長

　
①
国
・
県
か
ら
町
へ
交

付
さ
れ
た
金
額
は
約
３
千

万
円
で
、
そ
こ
に
町
の
負

担
分
を
足
し
て
約
４
千
万

円
を
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
に
繰
り
入
れ
て

い
る
。

　
②
国
民
健
康
保
険
特
別

事
業
会
計
は
、
一
般
会
計

か
ら
の
法
定
外
の
繰
入
を

し
て
財
政
運
営
を
し
て
い

る
。
保
険
基
盤
安
定
制
度

の
拡
充
に
よ
り
安
定
的
な

国
保
運
営
が
行
わ
れ
て
い

る
た
め
、
現
状
を
維
持
し

て
い
き
た
い
。

　問

　当
町
で
の
過
去
の
区

画
整
理
事
業
に
つ
い
て
、

　①
事
業
施
行
前
と
施
行

後
と
で
は
、
面
的
に
具
体

的
に
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ

た
の
か
。

　②
財
政
面
・
経
済
面
で

の
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
①
す
で
に
施
行
が
完
了

し
て
い
る
学
戸
地
区
と
桜

地
区
を
例
に
挙
げ
る
と
、

学
戸
地
区
で
は
、
田
や
小

さ
な
川
が
約
７
割
を
占
め

て
い
た
が
、
施
行
後
は
、

約
３
割
が
公
共
用
地
と
し

て
整
備
さ
れ
、
宅
地
も
約

1.5
倍
増
え
た
。

　
桜
地
区
は
、
施
行
前
は

ほ
と
ん
ど
が
土
地
改
良
事

業
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
農

地
で
あ
っ
た
が
、
施
行
後

は
、
約
３
割
が
公
共
用
地

と
し
て
整
備
さ
れ
た
。
地

区
の
中
心
部
に
は
大
規
模

商
業
施
設
が
誘
致
さ
れ
、

良
好
な
市
街
地
が
形
成
さ

れ
て
い
る
。

　
②
土
地
の
区
画
を
整
え
、

優
良
な
宅
地
を
提
供
す
る

こ
と
で
、
土
地
の
価
格
が

上
が
る
た
め
、
固
定
資
産

税
等
の
税
収
増
加
が
考
え

ら
れ
る
。

　
ま
た
、
新
た
な
企
業
の

進
出
や
住
宅
の
増
加
に
よ

り
、
雇
用
の
創
出
、
人
口

増
が
図
ら
れ
る
こ
と
で
、

消
費
や
経
済
活
動
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら

れ
る
。

問

　地
元
説
明
会
等
に
お

い
て
、

　①
地
権
者
の
理
解
は
十

分
に
得
ら
れ
た
の
か
。
ま

た
、
理
解
を
得
ら
れ
な
か

っ
た
方
に
は
ど
の
よ
う
に

説
明
し
た
の
か
。

　②
地
権
者
の
反
対
意
見

は
ど
の
よ
う
な
内
容
が
あ

っ
た
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
①
説
明
会
だ
け
で
十
分

に
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ

と
は
か
な
り
難
し
い
。
反

対
の
方
に
は
、
事
業
着
手

後
も
、
ま
ち
づ
く
り
の
必

要
性
に
つ
い
て
個
別
に
説

明
を
続
け
て
き
た
。

　
②
反
対
で
一
番
多
か
っ

た
意
見
は
、
土
地
を
提
供

す
る
際
の
減
歩
だ
っ
た
。

　
建
付
地
の
方
は
、
農
地

と
は
違
い
土
地
の
提
供
が

で
き
な
い
た
め
、
金
銭
に

よ
る
清
算
と
な
る
。
区
画

整
理
に
よ
っ
て
地
区
が
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
も
自
身

の
土
地
利
用
状
況
は
変
わ

ら
な
い
た
め
、
理
解
を
得

る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
。

問

　議
会
に
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
導
入
し
て
、
議
会
運
営

の
効
率
化
、
議
員
活
動
の

活
性
化
を
進
め
て
い
る
議

会
が
増
え
て
き
て
い
る
。

そ
こ
で
、

　①
理
事
者
側
は
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

　②
理
事
者
側
は
導
入
す

る
考
え
は
あ
る
か
。

　③
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
に
な

る
こ
と
で
何
か
支
障
は
あ

る
か
。

総
務
課
長

　
①
議
会
へ
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
導
入
は
、
「
町
民
に
開

か
れ
た
議
会
」
や
「
分
か

り
や
す
い
議
会
運
営
を
目

指
し
た
議
会
改
革
の
一

環
」
と
し
て
大
変
意
義
が

あ
る
も
の
と
考
え
る
。

　
②
導
入
効
果
な
ど
を
十

分
検
証
し
て
い
き
た
い
。

　
③
電
子
的
デ
ー
タ
に
よ

る
資
料
の
保
存
や
管
理
が

可
能
に
な
る
た
め
、
特
に

支
障
は
な
い
と
考
え
る
。

問

　行
政
サ
ー
ビ
ス
に
お

い
て
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
使

用
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

　①
窓
口
や
保
健
指
導
な

ど
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
い

住
民
サ
ー
ビ
ス
に
対
応
で

き
な
い
か
。

　②
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
に

対
す
る
補
助
金
制
度
は
あ

る
か
。

　③
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
つ

い
て
は
ど
う
考
え
る
か
。

総
務
課
長

　
①
先
進
自
治
体
の
導
入

事
例
を
参
考
に
、
今
後
調

査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
②
現
在
は
、
国
庫
補
助

金
の
制
度
は
な
い
と
認
識

し
て
い
る
。

　
③
新
た
な
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の

利
用
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
な

ど
に
関
す
る
規
定
を
定
め

て
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。

問　議会にタブレットの導入を

答　ＩＣＴの研究を進めていただきたい

　低所得世帯に対する保険

料軽減分などを公費（国庫

負担金・県負担金・町負担

金）で負担することにより、

国保財政の基盤安定を図る

ものです。

保険基盤安定制度とは…
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一
般
質
問

一
般
質
問

▲「開かれた議会」を目指して

日本共産党　板倉浩幸新政会　佐藤　茂

無会派　伊藤俊一

問　国保税の引下げを考えよ

答　国に被保険者の負担軽減と国保会計への
　　財政支援を要望していく

問　富吉南のまちづくり推進を図れ

答　地権者の理解を得ながら進めていきたい

問　町の管理下にある各種公園の予算を問う

答　町内会の負担を軽減できるよう、
　　でき得る限り協力する

問

　高
齢
化
が
進
む
現
在
、

児
童
公
園
の
管
理
・
除
草

に
は
人
手
不
足
で
、
特
に
、

今
の
時
期
は
草
が
生
え
る

の
が
早
い
。
何
か
対
策
は

な
い
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
個
々
の
地
域
公
園
の
状

況
を
見
な
が
ら
、
町
内
会

の
意
見
を
聞
き
、
で
き
得

る
範
囲
で
協
力
し
て
い
く

つ
も
り
で
あ
る
。

　
除
草
は
、
草
刈
機
な
ど

の
貸
出
や
、
集
積
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
、
草
の
処
分

も
町
で
協
力
し
て
い
き
た

い
。

問

　町
の
管
理
下
に
あ
る

公
園
全
体
の
予
算
を
検
討

し
見
直
し
を
せ
よ
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
地
域
公
園
の
除
草
や
ト

イ
レ
な
ど
の
清
掃
管
理
は
、

各
町
内
会
で
行
っ
て
い
た

だ
い
て
い
る
。

　
町
は
、
で
き
得
る
範
囲

で
支
援
し
て
い
く
考
え
で

あ
る
。

問

　児
童
公
園
の
管
理
に

つ
い
て
、
町
内
会
の
負
担

軽
減
対
策
と
し
て
、

　①
補
助
の
回
数
や
補
助

金
の
増
額
は
で
き
な
い
か
。

　②
現
場
の
状
況
を
勘
案

し
、
雑
草
が
生
え
に
く
い

石
灰
岩
が
混
ざ
っ
た
土
を

遊
具
周
辺
等
に
入
れ
替
え

よ
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
①
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
委
託
し
た
場
合
に

限
り
、
年
間
３
回
分
の
委

託
料
の
２
分
の
１
を
補
助

し
て
い
る
。

　
町
内
会
か
ら
要
望
が
あ

れ
ば
、
公
園
内
の
樹
木
の

せ
ん
て
い
や
害
虫
駆
除
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
も
、

引
き
続
き
協
力
し
て
い
き

た
い
。

　
②
現
地
の
状
況
を
見
な

が
ら
対
策
に
努
め
て
い
く
。

　
③
国
の
基
準
に
示
さ
れ

た
負
担
軽
減
を
行
っ
て
い

き
た
い
。

問

　30
年
度
か
ら
の
国
保

都
道
府
県
化
に
よ
っ
て
国

保
税
は
引
き
上
げ
ら
れ
た

り
し
な
い
か
。

保
険
医
療
課
長

　
保
険
料
、
保
険
税
の
決

定
に
つ
い
て
は
、
県
が
市

町
村
ご
と
に
算
定
し
た
標

準
保
険
料
率
を
参
考
に
、

保
険
料
率
を
決
定
す
る
こ

と
に
な
る
。

問

　国
保
税
を
含
む
税
の

滞
納
処
分
で
、
他
の
自
治

体
と
比
べ
て
滞
納
差
押
件

数
と
差
押
金
額
が
多
い
の

は
な
ぜ
か
。

税
務
課
長

　
20
年
度
当
時
の
当
町
の

徴
収
率
は
非
常
に
悪
か
っ

た
。
21
年
度
か
ら
滞
納
対

策
に
力
を
注
ぎ
、
現
在
も

自
主
財
源
の
確
保
、
税
負

担
の
公
平
、
納
税
意
識
の

高
揚
に
努
め
て
お
り
、
そ

の
た
め
、
差
押
件
数
や
差

押
金
額
が
増
え
た
も
の
で

あ
る
。

問

　27
年
度
の
国
の
保
険

基
盤
安
定
制
度
拡
充
に
つ

い
て
、

　①
町
へ
の
交
付
金
額
は
。

　②
制
度
の
交
付
金
を
用

い
て
国
保
税
の
引
下
げ
は

で
き
な
い
か
。

　③
町
独
自
の
軽
減
制
度

を
拡
充
す
る
考
え
は
。

保
険
医
療
課
長

　
①
国
・
県
か
ら
町
へ
交

付
さ
れ
た
金
額
は
約
３
千

万
円
で
、
そ
こ
に
町
の
負

担
分
を
足
し
て
約
４
千
万

円
を
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
に
繰
り
入
れ
て

い
る
。

　
②
国
民
健
康
保
険
特
別

事
業
会
計
は
、
一
般
会
計

か
ら
の
法
定
外
の
繰
入
を

し
て
財
政
運
営
を
し
て
い

る
。
保
険
基
盤
安
定
制
度

の
拡
充
に
よ
り
安
定
的
な

国
保
運
営
が
行
わ
れ
て
い

る
た
め
、
現
状
を
維
持
し

て
い
き
た
い
。

　問

　当
町
で
の
過
去
の
区

画
整
理
事
業
に
つ
い
て
、

　①
事
業
施
行
前
と
施
行

後
と
で
は
、
面
的
に
具
体

的
に
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ

た
の
か
。

　②
財
政
面
・
経
済
面
で

の
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
①
す
で
に
施
行
が
完
了

し
て
い
る
学
戸
地
区
と
桜

地
区
を
例
に
挙
げ
る
と
、

学
戸
地
区
で
は
、
田
や
小

さ
な
川
が
約
７
割
を
占
め

て
い
た
が
、
施
行
後
は
、

約
３
割
が
公
共
用
地
と
し

て
整
備
さ
れ
、
宅
地
も
約

1.5
倍
増
え
た
。

　
桜
地
区
は
、
施
行
前
は

ほ
と
ん
ど
が
土
地
改
良
事

業
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
農

地
で
あ
っ
た
が
、
施
行
後

は
、
約
３
割
が
公
共
用
地

と
し
て
整
備
さ
れ
た
。
地

区
の
中
心
部
に
は
大
規
模

商
業
施
設
が
誘
致
さ
れ
、

良
好
な
市
街
地
が
形
成
さ

れ
て
い
る
。

　
②
土
地
の
区
画
を
整
え
、

優
良
な
宅
地
を
提
供
す
る

こ
と
で
、
土
地
の
価
格
が

上
が
る
た
め
、
固
定
資
産

税
等
の
税
収
増
加
が
考
え

ら
れ
る
。

　
ま
た
、
新
た
な
企
業
の

進
出
や
住
宅
の
増
加
に
よ

り
、
雇
用
の
創
出
、
人
口

増
が
図
ら
れ
る
こ
と
で
、

消
費
や
経
済
活
動
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら

れ
る
。

問

　地
元
説
明
会
等
に
お

い
て
、

　①
地
権
者
の
理
解
は
十

分
に
得
ら
れ
た
の
か
。
ま

た
、
理
解
を
得
ら
れ
な
か

っ
た
方
に
は
ど
の
よ
う
に

説
明
し
た
の
か
。

　②
地
権
者
の
反
対
意
見

は
ど
の
よ
う
な
内
容
が
あ

っ
た
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
①
説
明
会
だ
け
で
十
分

に
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ

と
は
か
な
り
難
し
い
。
反

対
の
方
に
は
、
事
業
着
手

後
も
、
ま
ち
づ
く
り
の
必

要
性
に
つ
い
て
個
別
に
説

明
を
続
け
て
き
た
。

　
②
反
対
で
一
番
多
か
っ

た
意
見
は
、
土
地
を
提
供

す
る
際
の
減
歩
だ
っ
た
。

　
建
付
地
の
方
は
、
農
地

と
は
違
い
土
地
の
提
供
が

で
き
な
い
た
め
、
金
銭
に

よ
る
清
算
と
な
る
。
区
画

整
理
に
よ
っ
て
地
区
が
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
も
自
身

の
土
地
利
用
状
況
は
変
わ

ら
な
い
た
め
、
理
解
を
得

る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
。

問

　議
会
に
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
導
入
し
て
、
議
会
運
営

の
効
率
化
、
議
員
活
動
の

活
性
化
を
進
め
て
い
る
議

会
が
増
え
て
き
て
い
る
。

そ
こ
で
、

　①
理
事
者
側
は
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

　②
理
事
者
側
は
導
入
す

る
考
え
は
あ
る
か
。

　③
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
に
な

る
こ
と
で
何
か
支
障
は
あ

る
か
。

総
務
課
長

　
①
議
会
へ
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
導
入
は
、
「
町
民
に
開

か
れ
た
議
会
」
や
「
分
か

り
や
す
い
議
会
運
営
を
目

指
し
た
議
会
改
革
の
一

環
」
と
し
て
大
変
意
義
が

あ
る
も
の
と
考
え
る
。

　
②
導
入
効
果
な
ど
を
十

分
検
証
し
て
い
き
た
い
。

　
③
電
子
的
デ
ー
タ
に
よ

る
資
料
の
保
存
や
管
理
が

可
能
に
な
る
た
め
、
特
に

支
障
は
な
い
と
考
え
る
。

問

　行
政
サ
ー
ビ
ス
に
お

い
て
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
使

用
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

　①
窓
口
や
保
健
指
導
な

ど
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
い

住
民
サ
ー
ビ
ス
に
対
応
で

き
な
い
か
。

　②
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
に

対
す
る
補
助
金
制
度
は
あ

る
か
。

　③
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
つ

い
て
は
ど
う
考
え
る
か
。

総
務
課
長

　
①
先
進
自
治
体
の
導
入

事
例
を
参
考
に
、
今
後
調

査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
②
現
在
は
、
国
庫
補
助

金
の
制
度
は
な
い
と
認
識

し
て
い
る
。

　
③
新
た
な
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の

利
用
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
な

ど
に
関
す
る
規
定
を
定
め

て
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。

問　議会にタブレットの導入を

答　ＩＣＴの研究を進めていただきたい

　低所得世帯に対する保険

料軽減分などを公費（国庫

負担金・県負担金・町負担

金）で負担することにより、

国保財政の基盤安定を図る

ものです。

保険基盤安定制度とは…
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問　「かにえ子ども条例」の制定を

答　積極的に検討する

一
般
質
問

会

派

・

議

席

番

号

の

紹

介

常任委員会の活動報告～総務民生常任委員会～

　総務民生常任委員会では、27年度に「今後の財政見通しについて」、「地域包括支援事業の取組

について」、「子育て支援について」の３つを所管事務調査として調査することを決定し、今まで

調査を進めてきました。

　「地域包括支援事業の取組について」は一定のまとまりを見たため、９月定例会で中間報告が行

われましたので、その内容をお知らせします。

調査目的

　団塊の世代が75歳以上に到達する2025年には、高齢者人口がピークを迎える。こうした高齢化社

会の中、介護と医療へのニーズがますます高まる一方で、高齢者のひとり暮らしや夫婦のみ世帯の

増加により、家族の介護力の低下が懸念され、地域での包括的な支援が重要性を帯びてくる。本委

員会では、高齢者及びその家族が安心して暮らし続けることができるまちづくりを目指し、地域包

括支援事業に関する取組の充実に資するため、調査研究を行う。

調査状況

　１　当町の65歳以上人口推計（平成22年国勢調査推計）

　　　27年度：8,773人　32年度：9,222人　37年度：9,315人　42年度：9,481人

　２　地域包括支援センターとは

　　　18年４月１日の介護保険の改正に伴い創設された機関で、当町には、高齢者の総合相談窓口

　　として２か所設置している。

　　　包括的支援事業の内容は、「総合相談支援」、「権利擁護」、「包括的・継続的ケアマネジ

　　メント支援」、「介護予防ケアマネジメント」の４つの事業で構成されている。

　

まとめ

　地域包括支援事業を進めていくうえでは地域包括支援センターが重要な役割を担うが、現在の名

称ではどのような機関なのか分かりにくい。より町民に親しみやすい名称へと変更し、認知度を上

げることがまず必要である。

　また、東西のセンターを統括する総合相談窓口体制の整備、ワンストップサービスの実現、介護

予防の推進、サービス基盤の整備、ケアマネジャーのレベルアップ、地域ケア会議の推進等、他機

関と連携を図りながら、地域包括支援センターの機能強化に取り組むことを求める。

　会
派
と
は
、
町
政
の
推
進
に
関
し
、
同
じ
主
義
主

張
や
政
策
な
ど
を
も
っ
た
議
員
が
集
ま
っ
て
活
動
す

る
グ
ル
ー
プ
の
こ
と
で
す
。

　28
年
８
月
１
日
付
け
で
、
議
員
が
所
属
す
る
会
派

に
異
動
が
あ
り
（
未
来
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
解
散
し
、
新

会
派
民
進
党
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
）
、
そ
れ
に
よ

り
議
席
番
号
と
議
会
運
営
委
員
会
の
構
成
に
変
更
が

あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※

　今
回
変
更
が
あ
っ
た
箇
所
に
色
付
け
し
て
あ
り

　ま
す
。

　　 会派の構成

新風（４人）
　髙阪康彦　安藤洋一
　水野智見　石原裕介

新政会（３人）
　奥田信宏　吉田正昭
　佐藤　茂

公明党（１人）
　松本正美

日本共産党（１人）
　板倉浩幸

民進党（１人）
　飯田雅広

会派に属さない議員
　戸谷裕治　伊藤俊一
　黒川勝好　中村英子

　議席番号
１番　松本正美
２番　板倉浩幸
３番　飯田雅広
４番　石原裕介
５番　水野智見
６番　戸谷裕治
７番　伊藤俊一
８番　黒川勝好
９番　中村英子
10番　佐藤　茂
11番　奥田信宏
12番　吉田正昭
13番　安藤洋一
14番　髙阪康彦

議会運営委員会
委員長
　安藤洋一

副委員長
　奥田信宏

委員
　松本正美
　板倉浩幸
　飯田雅広
　水野智見
　伊藤俊一

常任委員会の活動報告～防災建設常任委員会～

　防災建設常任委員会では、所管事務調査内容である「空家等実態調査委託業務について」町側か

ら説明を受け、その後、町内の視察調査を行いましたので報告します。

空家等実態調査の概要

　①　住民基本台帳のデータや固定資産税課税台帳などの公的資料を活用し、空き家の可能性があ

　　る建物の抽出を行った。

　②　現地での目視確認による実態調査により空き家を特定し、その後、所有者にアンケート調査

　　（空き家の今後についての意向調査）を行い、28年度中に空き家カルテを作成する予定である。

視察の概要

　１　ＪＲ蟹江駅南側の空き家調査と南駅前線（旧新本町線）の現状を調査

　　　空き家は、今にも崩れそうな屋根等が見受けられ、早急な対応が望まれる。

　　　南駅前線（ＪＲ蟹江駅南改札口付近から消防署までの南北の道路（都市計画決定））につい

　　ては、計画区域の現状を確認し、早急な事業推進を行政に要望していく。

　２　消防署で今年度納車予定の高規格救急自動車について調査

　　　高規格救急自動車は、救急救命士が医師の指示を受け、高度な応急処置を行うための高度救

　　命処置用資機材を備えた救急自動車である。当町では３台の救急自動車を配置しており、今回

　　は、17年納車の車両を更新する。町民の安心・安全な暮らしのため、今後も十分な整備と適切

　　な時期の更新を要望した。

　３　開発が計画されている「近鉄蟹江駅前ロータリー周辺」の現状を調査

　　　31年度に工事完了を予定しており、駅前ロータリーを含めた駅周辺の混雑解消と防犯性の向

　　上のため、計画的な整備を要望した。

無会派　中村英子

問

　子
ど
も
を
取
り
巻
く

環
境
は
ま
す
ま
す
悪
く
な

っ
て
い
る
。

　他
の
市
町
で
は
、
子
ど

も
条
例
や
憲
章
な
ど
を
作

っ
て
対
応
し
て
い
る
が
、

そ
の
状
況
は
。

子
育
て
推
進
課
長

　
県
内
で
は
、
19
年
度
に

豊
田
市
が
「
子
ど
も
条

例
」
を
制
定
し
た
の
を
は

じ
め
、
10
団
体
が
制
定
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
「
子
ど
も
市
民

憲
章
」
に
つ
い
て
は
、
高

浜
市
が
15
年
度
に
制
定
し

て
い
る
。

問

　「
か
に
え
子
ど
も
条

例
」
を
制
定
す
る
考
え
は

な
い
か
。

　ま
た
、
条
例
制
定
に
は
、

直
接
子
ど
も
を
参
画
さ
せ

て
生
き
た
内
容
の
も
の
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
子

ど
も
自
身
が
、
自
分
た
ち

の
条
例
と
し
て
活
用
す
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思

っ
て
い
る
。

子
育
て
推
進
課
長

　
「
蟹
江
町
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」
の
中
に
７
つ
の
基
本
方

針
が
あ
り
、
そ
の
中
に
「
子

ど
も
が
主
役
に
な
る
地
域
づ

く
り
」
と
い
う
も
の
を
示
し

た
。
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、

子
ど
も
条
例
制
定
に
つ
い

て
は
、
前
向
き
に
検
討
す

る
時
期
に
来
て
い
る
と
考

え
て
い
る
。

町
長

　
子
ど
も
は
こ
れ
か
ら
の

宝
で
あ
る
の
で
、
条
例
の

必
要
性
は
十
分
あ
る
と
思

っ
て
い
る
。
来
年
度
に
向

け
て
積
極
的
に
検
討
し
て

い
き
た
い
。

教
育
長

　
昔
か
ら
生
徒
指
導
は
、

学
校
・
保
護
者
・
地
域
の

３
者
が
連
携
し
て
子
ど
も

た
ち
を
育
て
て
き
た
。
子

ど
も
の
権
利
が
明
示
さ
れ

れ
ば
、
皆
さ
ん
が
意
識
で

き
る
の
で
い
い
こ
と
だ
と

思
う
。
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常任委員会の活動報告～総務民生常任委員会～

　総務民生常任委員会では、27年度に「今後の財政見通しについて」、「地域包括支援事業の取組

について」、「子育て支援について」の３つを所管事務調査として調査することを決定し、今まで

調査を進めてきました。

　「地域包括支援事業の取組について」は一定のまとまりを見たため、９月定例会で中間報告が行

われましたので、その内容をお知らせします。

調査目的

　団塊の世代が75歳以上に到達する2025年には、高齢者人口がピークを迎える。こうした高齢化社

会の中、介護と医療へのニーズがますます高まる一方で、高齢者のひとり暮らしや夫婦のみ世帯の

増加により、家族の介護力の低下が懸念され、地域での包括的な支援が重要性を帯びてくる。本委

員会では、高齢者及びその家族が安心して暮らし続けることができるまちづくりを目指し、地域包

括支援事業に関する取組の充実に資するため、調査研究を行う。

調査状況

　１　当町の65歳以上人口推計（平成22年国勢調査推計）

　　　27年度：8,773人　32年度：9,222人　37年度：9,315人　42年度：9,481人

　２　地域包括支援センターとは

　　　18年４月１日の介護保険の改正に伴い創設された機関で、当町には、高齢者の総合相談窓口

　　として２か所設置している。

　　　包括的支援事業の内容は、「総合相談支援」、「権利擁護」、「包括的・継続的ケアマネジ

　　メント支援」、「介護予防ケアマネジメント」の４つの事業で構成されている。

　

まとめ

　地域包括支援事業を進めていくうえでは地域包括支援センターが重要な役割を担うが、現在の名

称ではどのような機関なのか分かりにくい。より町民に親しみやすい名称へと変更し、認知度を上

げることがまず必要である。

　また、東西のセンターを統括する総合相談窓口体制の整備、ワンストップサービスの実現、介護

予防の推進、サービス基盤の整備、ケアマネジャーのレベルアップ、地域ケア会議の推進等、他機

関と連携を図りながら、地域包括支援センターの機能強化に取り組むことを求める。

　会
派
と
は
、
町
政
の
推
進
に
関
し
、
同
じ
主
義
主

張
や
政
策
な
ど
を
も
っ
た
議
員
が
集
ま
っ
て
活
動
す

る
グ
ル
ー
プ
の
こ
と
で
す
。

　28
年
８
月
１
日
付
け
で
、
議
員
が
所
属
す
る
会
派

に
異
動
が
あ
り
（
未
来
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
解
散
し
、
新

会
派
民
進
党
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
）
、
そ
れ
に
よ

り
議
席
番
号
と
議
会
運
営
委
員
会
の
構
成
に
変
更
が

あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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　今
回
変
更
が
あ
っ
た
箇
所
に
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付
け
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て
あ
り
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す
。

　　 会派の構成

新風（４人）
　髙阪康彦　安藤洋一
　水野智見　石原裕介

新政会（３人）
　奥田信宏　吉田正昭
　佐藤　茂

公明党（１人）
　松本正美

日本共産党（１人）
　板倉浩幸

民進党（１人）
　飯田雅広

会派に属さない議員
　戸谷裕治　伊藤俊一
　黒川勝好　中村英子
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１番　松本正美
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委員長
　安藤洋一
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　奥田信宏
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　松本正美
　板倉浩幸
　飯田雅広
　水野智見
　伊藤俊一

常任委員会の活動報告～防災建設常任委員会～

　防災建設常任委員会では、所管事務調査内容である「空家等実態調査委託業務について」町側か

ら説明を受け、その後、町内の視察調査を行いましたので報告します。

空家等実態調査の概要

　①　住民基本台帳のデータや固定資産税課税台帳などの公的資料を活用し、空き家の可能性があ

　　る建物の抽出を行った。

　②　現地での目視確認による実態調査により空き家を特定し、その後、所有者にアンケート調査

　　（空き家の今後についての意向調査）を行い、28年度中に空き家カルテを作成する予定である。

視察の概要

　１　ＪＲ蟹江駅南側の空き家調査と南駅前線（旧新本町線）の現状を調査

　　　空き家は、今にも崩れそうな屋根等が見受けられ、早急な対応が望まれる。

　　　南駅前線（ＪＲ蟹江駅南改札口付近から消防署までの南北の道路（都市計画決定））につい

　　ては、計画区域の現状を確認し、早急な事業推進を行政に要望していく。

　２　消防署で今年度納車予定の高規格救急自動車について調査

　　　高規格救急自動車は、救急救命士が医師の指示を受け、高度な応急処置を行うための高度救

　　命処置用資機材を備えた救急自動車である。当町では３台の救急自動車を配置しており、今回

　　は、17年納車の車両を更新する。町民の安心・安全な暮らしのため、今後も十分な整備と適切

　　な時期の更新を要望した。

　３　開発が計画されている「近鉄蟹江駅前ロータリー周辺」の現状を調査

　　　31年度に工事完了を予定しており、駅前ロータリーを含めた駅周辺の混雑解消と防犯性の向

　　上のため、計画的な整備を要望した。

無会派　中村英子

問

　子
ど
も
を
取
り
巻
く

環
境
は
ま
す
ま
す
悪
く
な

っ
て
い
る
。

　他
の
市
町
で
は
、
子
ど

も
条
例
や
憲
章
な
ど
を
作

っ
て
対
応
し
て
い
る
が
、

そ
の
状
況
は
。

子
育
て
推
進
課
長

　
県
内
で
は
、
19
年
度
に

豊
田
市
が
「
子
ど
も
条

例
」
を
制
定
し
た
の
を
は

じ
め
、
10
団
体
が
制
定
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
「
子
ど
も
市
民

憲
章
」
に
つ
い
て
は
、
高

浜
市
が
15
年
度
に
制
定
し

て
い
る
。

問

　「
か
に
え
子
ど
も
条

例
」
を
制
定
す
る
考
え
は

な
い
か
。

　ま
た
、
条
例
制
定
に
は
、

直
接
子
ど
も
を
参
画
さ
せ

て
生
き
た
内
容
の
も
の
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
子

ど
も
自
身
が
、
自
分
た
ち

の
条
例
と
し
て
活
用
す
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思

っ
て
い
る
。

子
育
て
推
進
課
長

　
「
蟹
江
町
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」
の
中
に
７
つ
の
基
本
方

針
が
あ
り
、
そ
の
中
に
「
子

ど
も
が
主
役
に
な
る
地
域
づ

く
り
」
と
い
う
も
の
を
示
し

た
。
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、

子
ど
も
条
例
制
定
に
つ
い

て
は
、
前
向
き
に
検
討
す

る
時
期
に
来
て
い
る
と
考

え
て
い
る
。

町
長

　
子
ど
も
は
こ
れ
か
ら
の

宝
で
あ
る
の
で
、
条
例
の

必
要
性
は
十
分
あ
る
と
思

っ
て
い
る
。
来
年
度
に
向

け
て
積
極
的
に
検
討
し
て

い
き
た
い
。

教
育
長

　
昔
か
ら
生
徒
指
導
は
、

学
校
・
保
護
者
・
地
域
の

３
者
が
連
携
し
て
子
ど
も

た
ち
を
育
て
て
き
た
。
子

ど
も
の
権
利
が
明
示
さ
れ

れ
ば
、
皆
さ
ん
が
意
識
で

き
る
の
で
い
い
こ
と
だ
と

思
う
。
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総
務
部
長

　表
彰
条
例
第
２
条
第

５
号
で
、
社
会
事
業
に

尽
く
し
、
そ
の
功
績
の

顕
著
な
も
の
と
あ
る
の

で
、
必
ず
し
も
町
内
会

等
の
役
員
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
考
え

方
で
は
な
い
。
町
内
会

長
等
か
ら
の
推
薦
を
受

け
、
町
は
検
討
す
る
。

問

　寄
附
の
中
で
、
土

地
の
寄
附
を
受
け
た
場

所
は
ど
こ
か
。

総
務
課
長

　天
王
橋
の
た
も
と
の

土
地
で
、
今
年
の
須
成

祭
で
仮
設
ト
イ
レ
を
設

置
し
た
場
所
で
あ
る
。

問

　こ
の
寄
附
さ
れ
た

土
地
を
須
成
祭
を
絡
め

て
活
用
し
て
ほ
し
い
と

思
う
が
、
今
後
、
ど
の

よ
う
に
活
用
し
て
い
く

考
え
か
。

副
町
長

　今
年
の
須
成
祭
で
は
、

仮
設
ト
イ
レ
を
設
置
し

て
利
用
し
た
。
寄
附
者

の
希
望
と
し
て
は
、
文

化
伝
承
・
住
民
交
流
用

地
に
活
用
し
て
ほ
し
い

と
の
希
望
が
あ
る
の
で
、

そ
の
方
向
で
考
え
て
い

き
た
い
。

問

　不
服
申
立
て
と
審

査
請
求
の
違
い
は
。

　ま
た
、
具
体
的
に
法

改
正
で
何
が
変
わ
っ
た

の
か
。

総
務
課
長

　今
年
の
３
月
議
会
に

行
政
不
服
審
査
法
の
改

正
の
関
係
で
上
程
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。

　大
き
く
は
、

　①
審
理
員
手
続
・
第

三
者
機
関
へ
の
諮
問
手

続
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
。

　②
異
議
申
立
て
の
手

続
き
を
廃
止
し
、
不
服

申
立
て
の
手
続
き
を
審

査
請
求
に
一
元
化
し
た

こ
と
。

　③
審
査
請
求
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
期
間
を

60
日
か
ら
３
か
月
に
延

長
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　今
回
の
一
部
改
正
は
、

固
定
資
産
台
帳
に
登
録

さ
れ
た
価
格
に
係
る
審

査
の
申
し
出
を
、
よ
り

明
確
な
規
定
に
し
た
も

の
で
あ
る
。

行
政
不
服
審
査
法
の

施
行
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　

　
　

   

（
全
員
賛
成
）

問

　実
際
に
評
価
に
対

し
不
服
が
あ
る
と
い
う

申
し
出
は
あ
る
の
か
。

総
務
部
長

　こ
こ
３
年
ほ
ど
は
な

い
が
、
そ
れ
以
前
に
は

あ
っ
た
。

⇒条
例
等
を
審
査
す
る
総
務
民

生
常
任
委
員
会
の
様
子

寄
附
が
あ
っ
た
土
地

（
須
成
の
天
王
橋
西
側
）

⇒

　９
月
議
会
で
上
程
さ
れ
た
案
件
に
つ
い
て
委
員
会

で
審
査
し
た
要
旨
を
お
届
け
し
ま
す
。

　総
務
民
生
常
任
委
員
会
で
は
、
２
件
の
議
案
を
審

査
し
、
全
員
賛
成
で
承
認
し
ま
し
た
。

        1日(木) 開会

　　     2日(金) 1日の予備

        6日(火) 常任委員会

      　※議事の都合により日程は変更になる場合があります。

　※赤字の会議は傍聴することができます。傍聴席は役場３階にあります。

 【問い合わせ】議会事務局　電話(95)1111(代表）

12日(月) 一般質問

13日(火) 12日の予備

16日(金) 閉会

12月議会の傍聴にお出かけください

一般質問の様子

をクローバーTV

で生放映。当日

午後７時から再

放映も実施！

議会放映議会放映 ※議会ホームページにも掲載されています。　　　　

　　　　９月議会では、税金の有効活用について

活発な質疑応答がされました。本年は、９月にな

って昼夜の温度差が大きく、稲の生育には好いと

のこと、給食にも新米が出される季節を迎えまし

た。　（水野）

　

編集後記

常
任
委
員
会
の
審
査

総 

務 

民 

生

表
彰
に
つ
い
て

　
　

　
　

   

（
全
員
賛
成
）

問

　表
彰
条
例
第
２
条

第
５
号
適
用
の
表
彰
対

象
者
の
基
準
は
。

総
務
課
長

　町
内
会
か
ら
の
推
薦

に
よ
り
、
町
の
公
職
者

履
歴
を
確
認
し
決
め
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

総
務
部
長

　明
確
な
規
定
は
設
け

て
い
な
い
が
、
20
年
以

上
自
治
会
等
の
役
員
を

歴
任
し
て
い
る
方
を
表

彰
の
対
象
に
し
て
い
る
。

問

　福
祉
の
関
係
で
、

地
域
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
長
く
行
っ
て
き
た
よ

う
な
人
は
対
象
に
な
る

の
か
。
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